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総合テーマ監修者の序文

「精神医学の基礎」第 2 期シリーズとして，第 4 巻「精神医学の科学的基盤」，第 5 巻「精
神医学における仮説の形成と検証」に続いて，第 6 巻「精神医学を基礎づける疫学研究と
臨床研究」が発刊された。この間に，新型コロナウイルス感染症のパンデミックに加えて，
ロシアのウクライナ侵攻という歴史的な出来事の連続で世界は一変し，グローバルにメン
タルヘルスに関する社会課題が顕在化している。一方，AI や IoT などによるデジタル技術
革新（DX）が急速に進展しており，仮想現実でのコミュニケーションや仮想通貨による
ビジネスが現実化し，医療界においてもオンライン診療が導入されるなど，人類を取り巻
く環境は激変しつつあり，対面診療が前提の精神医療にも少なからず影響を及ぼしている。
これらの社会情勢や技術革新に伴う社会課題の解決に精神医学が貢献するためには，科学
的根拠に基づいた精神疾患の疫学研究や臨床研究の重要性が改めて問われている。
　第 6 巻は，Evidence-based Psychiatry という概念を世界に先駆けて提唱した精神科臨床研究
の専門家である古川壽亮教授と，精神保健と精神疾患の疫学研究スペシャリストである川
上憲人教授が責任編集として，時代の変革期にタイムリーな企画を編集された。第 4 巻，
第 5 巻の仮説駆動型アプローチだけでは実臨床における社会課題の解決には限界がある。
これに対し，疫学研究はデータ駆動型アプローチであり，両者を繋ぐ役割を果たすのが臨
床研究という位置づけになると考えられる。
　疫学研究の重要性は感染症領域において長い歴史があり実証されている。精神疾患の
疫学研究は疾病概念の多様性もあり遅れを取っていたが，WHO とハーバード大学が主
導して 2000 年代初期に世界 28 カ国の国際共同研究による地域住民を対象とした保健調
査（WMH）で大きく進展した。わが国では川上教授が日本調査（WMHJ）を担当されて，
精神疾患の有病率や発症要因などに関する疫学研究が本格的にスタートし，2010 年代に
WMHJ 2 も実施されて時代による変遷も調査された。川上教授も指摘されているように，
既存の DSM 診断基準や構造化面接の精度などの課題があるが，最新 AI 解析手法を用いた
データ駆動型アプローチの更なる進展が期待される。
　脳科学基礎研究に基づく仮説駆動型アプローチの研究知見は蓄積されつつあるが，精神
科臨床に社会実装されるバイオマーカー同定には至っていない。また，新規向精神薬開発
の治験成功確率も低迷し，新薬開発が停滞している。古川教授が強調されている綿密なプ
ロトコール検討に基づくプロスペクティブ臨床研究の重要性のご指摘には全く同感であ
る。このような精緻な臨床研究によって，仮説駆動型とデータ駆動型の両アプローチの実
証検証が融合した時にブレイクスルーが生み出されるのではないかと期待している。

山 脇 成 人（広島大学）
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はじめに

　POWER MOOK《精神医学の基盤》第 2 期の 3 冊は，横軸に主に生物学的知見（第 4 巻）
と非生物学的知見（本巻，第 6 巻）を置き，縦軸にどのように仮説を立てて検証して行くか（第
5 巻）を据えて，今一度，精神医学の現在と未来を俯瞰しようという壮大な試みである。
　非生物学的知見には広く人文社会学的な視点もありうるが，これらは実は第 4 巻でカバ
ーされていて，本巻では医学の中にあって非生物学的とみなされがちな疫学および臨床試
験の到達点をまとめました。2000 年代に入り，ようやく日本の精神医学も疫学と臨床研究・
臨床試験の分野で世界へ貢献をできるようになってきたと考えています。そこで，本巻で
は世界に誇ることのできる日本発の諸研究をとりまとめることにしました。私一人では明
らかに力不足なので，四半世紀来の盟友である川上憲人先生のご協力を仰ぎ，本巻を編集
しました。
　疫学研究では，WHO 世界精神保健調査，久山町研究，東京ティーンコホートなどが
挙がるでしょう。そしてこれからの研究として精神疾患レジストリ，あるいは National 

Database についてもご寄稿をいただきました。
　臨床試験では，2000 年代に国際標準のプラセボ対照試験が医薬品開発に要請されるよう
になり，オキシトシン経鼻剤やアールケタミンの開発の取り組みが進み，一方プラグマチ
ックには，せん妄に対するラメルテオンの DELIRIA-J 試験，抗うつ剤のファーストライン・
セカンドラインでの使用法についての SUN☺ D 臨床試験，認知行動療法の ECAM 試験，
自殺予防の ACTION-J 試験などの強いエビデンスが日本でも創出されるようになりました。
これが，今の日本の臨床精神医学研究の到達点です。 必ずしも通読をしていただく必要は
ないと思います。まず私たちが今できている，素晴らしい先行研究のことを知っていただ
ければ幸いです。

古 川 壽 亮（京都大学） 
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